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伝承遊びで

交流を深める

'92
9 月

阿津賀 志学級生と少年仲間づくり教室の子ど

もたちは８月19日．町公民館で伝承文化を伝え

る集いを開き、交流を深めました．

約150人 が参加 し たこ の集いでは．阿津賀志

学級生の赤間ハルさんから国 見の民話を聞いた

あ と、参加者全員で「あや とり」 「かご めかご

め」「 指ずもう」 などを楽しみ．阿 津賀 志学級

生の皆 さんも童 心にかえり、慣 れた手付きで子

どもたちに遊 びを教えてい ました．



９月15日は

敬老の日

9/15⇒

9/21老人福祉週間

九
月
十
五
日
は
敬
老
の

日
。
ま

た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間

は
老
人

屬
祉
週
間
で

す
。

私
た
ち
の
町
に
は
、
六
十

五
歳

以
上

の
お
年
寄
り
か

、
五
月

一
日

現
在
で

二
千
百
五
十
五
人

い
ま
す
。

高
齢
者
の
割
合

は
、
町
全

人
口
の

十
八
％

と
な
っ
て

お
り
、
し
か

も
、

高
齢

者
の
比
率
は
年

々
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

町
で

は
、
九
月
十

一
日
町
民
体

育
館
で

敬
老
会

を
開
催
し

、
今
年

十
一
月
に
め
で
た
く
百

五
歳

を
迎

え
ら
れ
る
鴨
田
惣
太
郎

さ
ん
（
内

谷
西
）
に
賀
寿
祝
金
贈
呈
を

は
じ

め
、
長
寿
写
真
贈
呈
や
寿

座
布
団

贈
呈
を
行

い
、
ご
長
寿

を
祝
福
し

ま
し
た
。

長
い
間
、
社
会
に
貢
献
し

て
こ

ら
れ
ま
し
た
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

の

ご
長
寿
を
祝
福
し

、
ま
す
ま
す

の

ご
健
康
と

ご
健
勝
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
大
好
き
な

祖
父
と
祖
母

藤
田
小
六
年
　

本
田
　
育

実

『
育
美
か
ぜ
ひ
く
な
よ
・

体
に

気
を

つ
け
な
さ

い
。
ゆ
っ
く
り
休

み
な
さ

い
Ｊ

と

い
う
の
が
祖
父
母
の
口
ぐ
せ

で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
ぜ
ん
そ
く

で
ひ
ど
か
っ
た
私
を
、
と
て
も

心

配
し
な
が
ら
あ
た
た
か
く

見
守

っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
れ
に
対

し
て
も
や
さ
し
く
接
し

、
働
き
者

の
祖
父
母
か
大
好
き
で
す

。

私
の
家
は
衣

料
店
で

、
祖
父

と

祖
母
は
、
二
人
と
も
元
気
で
父
と

母
と
い
っ
し
ょ
に
働

い
て

い
ま
す
。

祖
父
は
、
六
月
で

七
十
歳
に
な

り
ま
し
た
。
体

は
小

さ
い
け
れ
ど
、

店
の
大
黒

柱
で
す
。
五
年
前
に
胃

の
手
術
を
し

た
時
は
、
家
の
中
か

火
か
消

え
た
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と

り
て
も
家
に
と
っ
て
も
祖

父
は
と
っ
て
も
大
切
な
ん
だ
と
実

感
し
ま
し

た
。
病
気
も
完
全
に
治

り
。
前
以
上
に
元
気
で
す
。
休
み

の
日
な
ど
、

ゴ
ル
フ
や
旅
行
に
行

っ
て

若
か
え

っ
て

き
ま
す
。
私

た

ち

へ
の

お
み

や
げ
も
忘

れ
ま
せ
ん
。

七
十
歳

に
な

っ
て
医
り

ょ
う
費
か

安
く
な

る
通
知

が
来

た
時
、

『
年

を
と

ぅ
た
な

あ
Ｊ

と
、
ち
ょ
っ
と

が
っ
か
り
し

た
そ
う
で
す
。
で
も
。

こ

れ
は
、
今
ま
で

Ｉ
生
懸
命
働

い

て
き

た
ご
ほ
う

び
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま

だ
若

い
の
で
体
に
気
を
つ

け
て

が
ん
ば

っ
て
ほ
し

い
と
思
い

ま
す
。

祖
母
は
、
店
で
働

い
た
り
、
食

事
の
用
意
を
し
て

い
ま
す
。
な
れ

た
手
つ
き
で
。
上
手
に
食
事
を
作

り
ま
す
。
祖
母
の
作
っ
た
も
の
の

味
は
、
最
高

だ
と
思

い
ま
す
。
祖

母
は
、

い
っ
も
に
こ
に
こ
し
て

い

て
、
そ
の
ス
テ
キ
な
笑
顔
を
見
る

と
。
心

が
落
ち
着
き
、
明
る
く

な

っ
て
き
ま
す
。
時
々
が
ん
ば
り
す

ぎ
て
か
ぜ
な
ど
ひ
く
こ
と
か
あ
り

ま
す
。
私
は
、
心
配
で
し
ょ
う
か

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
無
理
を
し

な
い
で
、
か
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
と

思
い
ま
す
。
こ
ん
な
す
ば
ら
し

い

祖
父
母
か
い
て
、

い
っ
し
ょ
に
く

ら
せ
る
私
は
、
と
っ
て
も
幸
せ

だ

な
と
思

い
ま
す

。
祖
父
は
今
回
初

め
て
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
ま
し

た
。

来
年
は
。
祖
母
も
七
十
歳

に
な

り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で

、

毎
年
二
人
そ
ろ
っ
て
参
加
で
き

る

よ
う
に
健
康
に
気
を
つ
け
て

、
（

ツ
ラ
ツ
お
じ

い
ち
ゃ
ん
。
お
ば
あ

ち

ゃ
ん
で

い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま

す
。

本田育実さん

私
の

祖
父

小
坂
小
六
年
　

高
橋
真
理
子

私
の
祖
父
は
、
今
年
、
七
十
九

歳
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
と
て

も
七
十
九
歳
と
は
思
え
な
い
く
ら

い
の
若
さ
で
、

い
ろ

い
ろ
な
こ
と

を
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
文
学
愛

好
者
で
も
あ
り
、
読
書
が
大
好

き

で
、
と
て
も
物
知
り
で
す
。
ま
た
、

書
道
は
と
て
も
上
手
で
、
私
も

、

時

々
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

。

そ
の
他
に
も
。
自
分
の
生
い
た
ち

か
ら
今
ま
で
の
こ
と
を
つ
づ
っ
た

自
じ

よ
伝
や
、
短
歌
、
俳
句
な

ど

も
書

い
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
祖
父
は
き
帳
面
で

、

毎
日
。
早
ね
早
起
き
を
し
て

い
ま

す

。
そ
う
い
う
祖
父
の
規
則
正
し

い
生
活
が
健
康
の
ひ
け
つ
な
の

だ

な
、
と
思
い
ま
す
。

私

が
去
年

、

学
校
で

足
の

骨

を
折
っ
た
時
、
毎
日
、
車
で

学
校

ま
で
送
り
む
か
え
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
祖

父
は
、
七
十

九
歳
な
の

に
、
車
の
運
転

も
で
き
、
足
を
折

っ
た
時

は
、
す

ご
く
あ
り
か

た
い

と
思
い
ま
し

た
。
な
か
な
か
治
ら

な
く
て

病
院
か
ら
整
骨
院
に
通
っ

た
時
も

、
毎

日
、
定
期
便
の
よ
う

に
学
校

に
来
て
く

れ
て
。
整
骨
院

に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
ま
し

た
。

祖
父
の
車

の
免
許
は
、
五
十
五

歳
ご
ろ

に
取

っ
た
と
聞
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
五

十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

自
動
車

学
校

に
通
い
勉
強
す
る
こ

と
は
、
並

た
い
て

い
の
努
力
で
は
、

な
か

り
た
と
思

い
ま
す
。
今
で
も
、

祖
父
は

い
ろ
ん

な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
祖
父

を
見
て

い
る
と
、
す

ご
く
え
ら

い

な
あ
と
思

い
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
も
、
祖
父
を

見
習

っ
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思

い

ま
す
。

祖
父
の
楽
し
み
は
、
テ

レ

ビ
の

時
代
げ
き
を
見

る
こ
と
や
、
カ
ラ

オ
ケ
で
歌
う
こ
と
な
ど
で
す
。
時

代
げ
き
の
中
で
む
、
水
戸
黄
門
は

好
き
な
よ
う
で
す
。
カ
ラ

オ
ケ
は
、

演

歌
が
大
好
き
で
、
家
で
も
。
よ

く

歌
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か

ら
も

、
こ
の
よ
う
な
楽

し

み
を
持

り
て

。
い
つ
ま
で
も
、

祖
父
に
。
長
生
き
し
て
ほ
し

い
と

思

い
ま
す
。

高橋真理子さん



（
タ
イ
ト
ル
を
魯
い
て
く
れ
た
の
は
、
霖
江
野
幼
稚
圃
の
し
し
ど
ひ
と
み
ち
ゃ
ん
で
す
）

ご
長

寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
４
年
９
月
1
5日
現
在

（
8
5歳
以
上
の
方
・
敬
称
略
）

川
歳
　

鴨
田
惣

太
郎
（
内

谷
西
）
9
7

歳
　

佐
久
間
う

め
よ
（
大
町

南

）
9
6歳
　

鈴
木
キ
セ
（
川
内

）

9
5歳
　

一
條
ヨ
シ
（
太
田
川
）

鳳

田
ヨ
シ
ノ
（
泉

田
下
）
　

吉

田

シ
ツ
マ
（
第
四
）
　

佐
藤
ト

キ
（

（
第
七
）
　

村
上
ユ
リ

（
第

九
）
　

佐
久
間
ナ

ヨ
（
第

二
）
　

遠
藤
フ
ク

（
光
明
寺
）

佐
藤
ト

ヨ
（
北
部
）

9
4歳
　

野
田
長
四
郎
（
並
柳
）

佐
久
間
代
次
郎
（
第
十
一
）

渡

辺
ミ

ヨ
（
滝
山
）
　

阿
部
ツ

ル
ノ

（
大
木
戸
）

9
3歳
　

菅
野
當
藏
（
内
谷
西
）

菅
野
喜
一
（
内
谷
東
）
　

斎
藤

勘
吉
（
徳
江
北
）
　

吉
見
照
代

（
宮
町
北
）
　

冨
塚
キ
チ
（
小

坂
ｙ
　

実
沢
サ
キ
（
第
九
）

佐
藤
サ
ダ
（
高
城
）

9
2歳
　

吉
田
重
兵
衛
（
山
崎
舘
）

佐
藤
倉
治
（
第
十
二
）
　

八
鳥

け
き
を
（
本
町
）
　

仲

田
ト
ク

（
宮

町
北
）
　

小

野
カ
ツ
ミ

（
第
一
）
　
鈴
木
フ
サ

ノ
（
川

内
）

9
1歳
　

松
浦
權
治
郎

（
石
母
田

西

）
　
実
沢
平
作

（
第
八
）

岩
城

キ
ク
ノ

（
大
町
南
）
　

板

垣
サ

ダ
（
大
町
南
）
　

渡
辺
ウ

メ
（
宮
町
南
）
　

赤
坂
（

ル

（
内

谷
西
）
　

小
幡
イ
マ
（
第

一
）
　

佐
久
間
マ
サ
ヨ

（
第
二
）

鈴
木
ラ
ク

（
貝
田
）
　

瀬
戸
ト

ミ

ヨ
（
中
部
）
　

佐
藤
あ
や
を

（
川
内
）

9
0歳
　

佐
藤
寅
一
（
宮
町
北
）

須
田
滋
一
（
町
東
）
　

佐
藤

善

次
郎

（
小
坂
）
　

朽
木
松
吉

（
前
田
）
　
佐

野
謙
（
第
八
）

羽
賀
ト
キ
ワ
（
駅
前

）
　

高
橘

ア
イ

（
本
町
）
　
村
上
ト

ヨ

（
第
八
）
　
佐
藤

キ
イ

（
貝
田
）

鈴
木
キ

（
川
内
）
　

鈴
木

タ
ケ

（
川
内

）

8
9歳
　

高
橘
徳
太
郎

（
大

町
南
）

吾
妻
寅
吉

（
鶉
町
）
　

八
島
正

二

（
山
崎
北
）
　

武
田
岩
吉

（
泉
田
下

）
　
小

野
寺

省
二

（
泉
田
中

）
　
吉
田
嘉
蔵

（
第

四
）
　

寺
島
畏
太
郎
（
第
十
）

大
槻
濟
（
貝
田
）
　

石
川
卯
蔵

（
貝

田
）
　

国
分

い
ち
の
（
錦

町
）
　

後
藤

ヨ
テ

（
大
町
南
）

中

野
よ
す
み

（
鶉
町
）
　

佐
藤

ナ
ヲ

（
石
母
田
束
）
　

高
橋
ヨ

シ
エ
（
山
崎
北
）
　

吉
田

マ
ツ

ノ
（
山
崎

舘
）
　

熊

坂
テ

ツ
　

（
内

谷
酉
）
　

佐
野
キ
ヨ
（
第

八
）

8
8歳
　
佐
藤
元

一
（
小
坂
）

阿
部
林
右

工
門

（
泉
田
下
）

菊

地
唯

七
（
第
十

二
　

櫺

沢

兼

太
郎
（
高
城
）
　

板
橘
琢
治

（
並
柳
）
　

松
浦
眞

（
並
柳
）

鈴

木
清
六

（
川
内
）
　

岡
崎
（

ツ
ヨ
（
大
町
南
）
　

菊
地
（

ク

（
大

町
南
）
　

本
間
キ
ヨ
（
大

町
北
）
　

穗
苅
こ
と
（
本
町
）

五
十
嵐
リ

ヨ
（
鶉
町
）
　

阿
部

ク
ラ

ヨ
（
石
毋
田
表
）
　

佐
藤

キ
（

（
石
毋
田
表
）
　

黒
田
ツ

ヨ
（
宮
町
南
）
　

横
山
サ
キ

（
小
坂
）
　

長
谷
川
さ
き
よ

（
前
田
）
　

佐
藤
ギ
ン
（
泉

田

上
）
　

鴨
田
セ
キ
（
内

谷
東
）

佐
久
間
芳
（
第
二
）
　

石
川
ヨ

ツ
（
第
四
）
　

八
巻
キ
ヨ
（
第

七
）
　

佐
野
キ
ヨ
（
第
七
）

佐
久
間
（

ン
（
第
十
二
）
　

佐

藤
ヒ
ロ
（
貝
田
）
　

八
鳥
ア

キ

（
高
城
）
　

佐
久
間
カ
ネ
（
川

内
）

8
7歳
　
羽

根
善
助
（
錦

町
）

遊
佐
保
平
（
錦
町
）
　
沼

田
次

郎
（
宮
町
北
）
　

佐
久
間

岩
吉

（
宮
町
北
）
　

宍
戸
巳
吉

（
石

毋
田
北
）
　

林
徳
治
（
泉

田
上
）

佐
藤
喜
一
（
泉
田
上

）
　
佐
藤

清
重
（
第
二
）
　

大
波
一
郎

（
第
九
）
　

蓬
田
勝
（
第
九
）

高
橋
徳
治
（
第
十
）
　

高
橋

勇

記
（
第
十
一
）
　

阿
部
辰
三

（
大
木
戸
）
　

大
波
ス
ヘ
（
宮

町
北
）
　

谷
津
ト
メ
（
第
一
）

大
津
テ
ル
（
第

こ
　

武

田
フ

ミ

（
第
三
）
　

引
地
カ
ネ
ヨ

（
徳
江
北
）
　

蓬
田
ゆ
り
（
第

九
）
　

古
田
（

ル
（
貝
田
）

松
田
ト
ミ
エ
（
貝
田
）
　

星
野

タ
リ
イ
（
光
明
寺
）

‘桜
澤
（

ツ
（
高
城
）
　

渡
部
キ
ョ
シ

（
高
城
）
　

松
浦
カ
ツ
ヨ
（
大

木
戸
）
　

鈴
木
カ
ツ
イ
（
川
内
）
8
6

歳
　

斎
藤
末
吉
（
石
母
田
表
）

宍
戸
義
夫
（
石
母
田
北
）
　

高

橋
利
三
（
滝
山
）
　

田
口
定
爾

（
小
坂
）
　

新
村
国
治
（
内

谷

東
）
　

小
林
成
夫
（
並
柳
）

佐
藤
カ
ツ
（
宮
町
南
）
　

五
十

嵐
カ
ネ
（
鵺
町
）
　

宍
戸
き
よ

（
石
母
田
北
）
　

吉
田
（

ル

（
山
崎
舘
）
　

佐
藤
マ
サ
ノ

（
石
ほ
田
西
）
　

安
孫
子
コ

ン

（
泉
田
上
）
　

小
野
寺
テ

ル

（
泉
田
中
）
　

佐
藤
だ
け
（
泉

田
下
）
　

赤
坂
チ

ャ
ウ
（
内

谷

西
）
　

菅
野
ナ
カ
（
内

谷
東
）

三
の
倫
フ
ヨ
（
第

一
）
　

武
田

キ
ミ
ヨ
（
第

三
）
　

八
巻
ミ
ン

（
第
七
）
　
村
上

ロ
ク

（
第
九
）

村
上

カ
ネ

（
第
九
）
　

渋
谷
シ

ン
（
光
明
寺
）
　

吉
川
ム
メ

（
山
根
）
　

児
島
ミ
ツ
エ

（
山

根
）
　

木
村
フ
ク

（
川
内

）

鈴
木
よ
し

い
（
川
内
）

8
5歳
　

須
田
泰
山

（
本
町
）

案
卓
二

（
本
町
）
　

若
林
正
一

（
泉
田
中
）
　

斎
藤
義
吉

（
第

四
）
　

菊
地
新

一
（
第
十
）

佐
藤
甫

（
北
部
）
　

佐
藤

喜
二

郎

（
北
部
）
　

黒
田
壽
美
子

（
駅
前
）
　

佐
久
間
コ
ト
（
錦

町

）
　
佐
藤
サ
キ

（
大
町
南

）

武
藤
キ

ク
ノ

（
宮
町
南
）
　

佐

久
間
コ
ウ

（
宮
町
北
）
　

阿
都

マ
サ
ヨ

（
宮
町
北
）
　

田
村
や

す

の
（
宮
町
北
）
　

位
商
ク
ニ

イ

（
山
崎
小
舘
）
　

菅
野
壽
榮

（
源
宗

山
東
）
　

佐
藤
チ

ヨ

（
小
坂
）
　

佐
藤
き
く
ゑ
（
太

田
川
）
　

鈴
木
（

ル
ヨ
（
板

橋
）

宍
戸
マ
サ

（
第
一
）
　
佐
藤

ミ

ノ

（
第
二
）
　

佐
藤
ツ
ル
（
第

二
）
　

小
池
ト
ク

（
第
三
）

佐
藤
コ
ト

（
徳
江
北
）
　

渡
辺

ツ

メ
（
徳
江
北
）
村
上
テ

ツ

（
第
八
）
　

菊
地
キ
々
／
（
第
十

一
）
　

櫻
沢
シ
モ

（
光
明
寺
）

渋

谷
キ

シ
（
光
明
寺
）
　
村
上

妙
春

（
山
根
）
　

鈴
木
タ
ケ
ヨ

（
築
舘
）
　

鈴
木
ワ
キ
（
川
内

）



斎
藤
久
先
生
の

高
体
連
会
長
就
任

を

祝

う

国

見
町
出
身
で
、
現
在

、
福
島

商
業
高

等
学
校
校
艮
の
斎
藤
久
先

生
か

、
今
年
四
月
県
高
等

学
校
体

育
連
盟
会
長

に
就
任
、
そ
の
就
任

猊
賀
会

が
八
月
三
十
一
日
、
Ｊ
Ａ

福
鳥
国
見
町
会
館
で
闘
か
れ
ま
し

た
。祝

賀
会
に
は
県
、
県
高
体
連
、

（
財

）
県
体
協
、
町
、
町
議
会
の
関

係
者
を
は
じ
め
約
百
人
か
出
席
。

冨
永
武
夫
町
長
、
神
津
武
志
町
体

鳫
会
長
の
発
起
人
あ
い
さ
つ
、
柴

山
進
県
保
体
課
畏
、
本
宿
尚
県
体

協
副
会
長
の
睨
辞
に
続

き
、
斎
藤

先
生
か

『
平
成
七
年

の
ふ
く
し

ま

岡
体
を
控
え
、
責
任
の
重

さ
を

痛

感
し

て
い
ま
す
。
県
の

ス
ポ
ー
ツ

振
興

に
尽
く
し
た

い
Ｊ

と
謝
辞
を

述
べ
ま
し

た
。

出

席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
斎
藤

先

生
を
囲
み
、
就
任
を
睨
う
と
と

も
に
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
し

た
。

▲謝辞を述べる斎驛久県高体遭会長

町
に
知
事
感
謝
状

～
個
人
県
民

税
～

国

見
町
は
、
平
成
三
年
度
の
個

人
県
民
税
収
納
成
績
優
良
町
村
に

選
ば
れ
、
福
鳥
県
知
事
か
ら
感
謝

状
か
贈

ら
れ
ま
し

た
。

伝
達

式
は
去
る
八
月
卜
Ｈ
。
役

場
町
長
室
で
行
わ
れ
、
原
ｍ

確
汕

福
島

県
脱
事
務
所
妊
か
ら
冨
永
町

長

に
感
謝
状
、
小
林
光
雄
町
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
に
記
念
の
貭

か
、
そ

れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。。

国
見
町

が
優
良
町
村
に
選
ば
れ

た
の
は
今
年
で
七
年
辿
続

。
こ
の

度
表
彰
を
受
け
た
こ
と
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
納
税
貯
蓄

組
（
口
長

さ
ん
の
税

に
対
す
る
深

い

ご
理
解

と
ご
協
力
の

た
ま
も
の
で

あ

り
。
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

▲感謝状を受ける富永町長と小林町納貯運会長

婦
人
農
業
士
に

高
橋
静
子
さ
ん

県
で

は
今

年
度
か
ら
県
婦

人
農

業
士

制
度
か

発
足
し
、
県
内
四
十

名
の
婦
人
の
か
た
が
た
が
八
月
六

日
、
福
鳥
巾

の
杉
妻
会

館
に
お
い

て

認
定
さ
れ
ま
し

た
。

伊
辻
普
及

所
管
内
で

は
国
見
町

と
霊

山
町
か

ら
そ

れ
ぞ
れ
一
名

が

認
定

さ
れ
、

商
喃
昨

子
さ
ん

（
貝

川
字

山
ノ
神

前
4
9）
か
知
事
よ
り

認
定

証
の
交
付
を
受
け
ま
し

た
。

優

れ
た
農
業
経
営
と
豊
か
な
農

家
生
活

を
築
く
う
え
で
、
婦
卜へ
の

製
た
す

役
割
は
重
要
で
あ
り
、
こ

の

た
め
農
業
経
営
と
農
家
生
活
の

向
上
に
意
欲
的
に
収
り
組
む
婦
人

農
業
者
を

『
婦
人
農
業
士
』
と
し

て
認
定
し
、
農
村
婦
人
の
阯
会

的

評
価
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
城

の
婦
人
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
を

促
進
す
る
こ
と
を
日
的
に
般
け
ら

れ
た
制
度
で
、
今
後
、
次

の
四
項

Ｌ
地
城
に
お
け
る
モ
デ
ル
的

農
家

経
営
の
実
践

ｚ

農
村
婦
人
及
び
婦
人
組
織
活
動

等
に
対
す
る
助
言

ａ

快
適
で

美
し
い
農
村
環
境
整
伽

に
係
る
推

進
協
力

４
農
村
生
活

や
地
域

農
業
振
興

に

対
す
る
調
食
及
び
提
言

の
任
務
を
受
け

。
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

1
1
月
1
5
日
は

町
長
選
挙
投
票
日
で
す

九
月

九
日

、
町
選
挙
管
理
委
員

会

が
閧
か

れ
、
任
期
満
ｒ

に
伴
う

国
兇
町
艮

選
挙
は
１１‥
月
1
0
H告
示

、

Ｈ
月
1
5日
投

票
日

で
行
わ
れ
る
こ

と
に
決
ま

り
ま
し

た
。

ま
た
。
国
見
町
議
会
離
員
補
欠

選
挙
（
欠
員

一
名
）

に
つ

い
て
も

同
時

に
執
行

さ
れ
ま
す
。

◇

立
候
補

予
定
者
説
明
会

1
0月
1
6日
（

金
）

午
後
１

時

役
掛
二
階
第
一
会
議
室

高 橋静 子 さん

高
齢
者
の
皆
さ
ん

親
ぼ
く
を
深
め
る

町
老
人

ク
ラ

ブ
連
合
会
（
斎
藤

正
美
会
長
）

主
催
の
高
齢
者
研
修

視
察
は
八
月
二
十
七
日
、
猪

苗
代

町
中
の
沢
温
泉
の
保
養
セ
ン
タ
ー

母
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
親

ぽ
く
を
深

め
る
た

め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

、

今
年
は
約
百
五
十
人
が
参
加
。
日

頃
の
疲
れ
を

い
や
す
と
と
も
に
。

楽
し

い
一
日
を
過

ご
し
ま
し

た
。

▲耀ぽくを凛めた高齢者研修視察

はばたけ世界へ！

うつく しま　ふくしま空港

福島空港開港まつり
９月27卜（ln

屆9 :00 ～PM4 : 30

福 島 空 港 施 設 内
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1
0月

体
力
つ
く
り
強
調
月
間

レ
ツ
ツ
　

エ
ン
ジ
ョ
イ

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

あ
な

た
は
、
自
分
か
一
日
に
何

歩
歩

い
て

い
る
か

ご
存
じ
で
す
か
。

『
測

っ
て
歩

い
て

い
る
わ
け
で
も

な

い
し
、
分
か
ら
な

い
』
と
答
え

る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。

歩
く
と

い
う
こ
と
は
生
活
の
一
部

で
す
か

ら
、
特
別
な
理
由
か
な

い

限
り

、
意

識
し
て
歩

い
て

い
る
と

い
う

人
の
ほ
う
か

め
ず
ら
し

い
と

い
え
ま
す
。

と
こ

ろ
で

、
最

近
。
こ

の
『
歩

く
』
と
い
う
こ

と
か

見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
だ
れ
に
で

も
で

き
る
ス

ポ
ー
ツ

『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
と
し

て
注
目
を
浴
び
て

い
る
の
で
す

。

1
0月
は
体
力
つ
く

り
強
調
月
間

。

あ
な
た
も
歩
く
こ

と
を
見
つ
め
直

し
。
も
っ
と
積
極
的
に
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
さ

あ
、

レ
ッ
ツ
　

エ
ン
ジ
ョ
イ
　

ウ

ォ
ー
キ

ン
グ
・

’歩

か
な

く
な

っ
た

現
代

人

現
代
人
は
歩
か

な
く

な
っ
た
・
：

と
よ
く
耳
に
し
ま
す

か
。
実

際
に

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

現
代
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
主
婦
、

小
学
生
で
み
た
一
日
の
歩
行
一

を

鯛
べ
た
デ
ー
タ
か
あ
り
ま
す
（
表

参
照
）

。
運
動
不
足
を
解
消
し
、

健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
一

日
一
万
歩
は
必
要
で
あ

る
と

い
わ

れ
ま
す
。
と
こ

ろ
か

、
こ
の
表
を

見
て
も
お
分
か
り
の
と
お
り

。
一

万
歩
を
超
え
て
い
る
の
は
、
ゴ
ル

フ
や
（

イ
キ
ン
グ
な
ど
の
特
別

な

イ

ベ
ン
ト

が
あ
っ
た
口
と
、
外
で

遊

ん
で

い
る
子

ど
も
た
ち
だ
け
。

大

人
に
限

っ
て

い
え

ば
、
普
通
の

生
活

を
し
て

い
る

だ
け
で
は
歩
行

量
が
不
足
し
て

い
る
の
で
す
。
ま

た
、
子
ど
も
に
し
て

も
。
家
の
中

で
Ｔ
Ｖ
ゲ

ー
ム
に
夢
中

に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
は
、
一
万
歩

に
は
程

遠

い
で
し

ょ
う
・

現代人 の 歩行量（｜日 の歩 数）

サラリーマン

マ イ カ ー 遇 勤

パ ス・ 亀 第 通 動
ゴ ル フり ラウンド）

3.4  歩

7.％C少

15.600!芦

主　　 鳩

覃　　　　　　 事

ハイキン グ（尾瀬）
歩け少け大会（25kjl）

5.3 加歩

31.500少
.88

少

小　学　生
室 内 遡 び（甬）

戸 外 遡 ぴ く矚）

6 . 0!芦

14 . 2 歩

成
人

病
は

”
運

動
不

足
病

”

運
動
不
足
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
成

人
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
分
か

つ
て
い
ま
す
。
代

表
的
な
も

の
で

は
。

①
高
血
圧
症

②
高
脂
血
症
（
血
液
中
の
コ

レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪

が
多
く

な
る
）

③
心
臓
病
（
心
筋

梗
塞
や
狭

心
症

な
ど
）

か
準
げ
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

な
の
か

と
こ
ろ
で
、「
健
康
維
持

の
た
め

に
も
運
動
は
欠
か
せ
な
い
」
「
さ

あ

運
動
し
よ
う
」
と
な

り
た
と
き
。

気
を
つ
け
て
ほ
し

い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
運
動
不
足
を
解

消
す
る
に
は
、
息
の
切
れ
る
よ
う

な

運
動
で
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い

と
錯
覚
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

運
動
不
足
と

い
っ
て
も
運
動
の

強
さ
か
不
足
し
て

い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

運
動
の
量

が
不
足

し
て

い
る
の
で
す
。

そ
こ
で

、
軽

い
運
動
で
、
長
く

続

け
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し

て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
注
目
さ
れ
て

い
る
の
で
す

。
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

走
っ
た
だ
け
で

へ
た
ば
っ
て
し
ま

う
人
で

も
、
歩
く

の
な
ら
二
、
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
続
け
ら

れ
る
で

し
ょ
う
。
よ
く
。
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
走
る
の
と

Ｉ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
歩

く
の
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

量
が
違
う
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
か

、

こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
。
歩

い
て

も
走
っ
て
も
距

離
が
同
じ
な
ら

、

消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
同
じ

な
の
で
す
。

Ｈ
Ｏ
Ｗ
　
Ｔ
Ｏ
　

ウ
ォ
ー
ク

歩
く
の
に
ル

ー
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う

い
っ
た
気
楽

さ
か

ウ
ォ

‐

キ
ン
グ
の
良

い
と
こ
ろ
で
も
あ

る
の
で
す

。
む
ず
か
し
く
考
え
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
、
歩

け
る
距
離

だ
け
歩
け
ば

い
い
で
し

ょ
う
し

、
歩
き

た
い
と
き
、
歩
け

る
と
き
に
歩
け

ば
い
い
の
で
す
か

ら
。ま

た
、
歩
く

速
度
も
自
由
で
す
。

散
歩
す
る
と
き
の
ゆ

り
く
り
し

た

歩
行
か
ら
、
ク
ン
ダ
ン
歩
く
速
歩

ま
で
、
そ
の
と
き
の
体

調
や
気
分

に
合

’
た
速
度
で
歩

い
て
み

ま
し

ょ
う
・

た
だ
し
。
食
事

の
す
ぐ

あ

と
の
運
動
は
あ
ま
り
好

ま
し
く

あ

り
ま
せ
ん
。
軽
い
散
歩

程
度
の
ウ

ォ
ー
キ

ン
グ
な
ら
と
も
か
く
。
速

め
に
歩
く
の
で
あ
れ
ば
、
食
後
は

避
け
ま
し

ょ
う
。

偉人たちも歩きながら考えた

粨学者のアリ ストテレスは、歩きな

がら講義したことで知られています。

医者のヒポクラテスは、歩くことが

どんな|こ体に良いかを脱き、自 分でも

実践した人物。また、カント は、哲学

の 直と呼ばれる４～５キロ メート ルあ

る坂道を歩きながら思索しまし た。

一万、あのナポレオンも 、歩きなが

ら 考えた人の一人。埀要なことをｌ え

る際には、部屋をぐるぐる歩き回った

としま)ｎ ています。

第５回　町民ウォ ーキング大会

町民ウォーキング大会が次のとおり開催されま･叭

多敷ご参加ください．
日　　畤････9月匐曰 く日）， 午前８時45分出発

豐3S 禦－･午前８畤　　 役場前駐車場

コ ー ス･…役場‘ あっかし山頂一役場｛約10.６㎞｝
■ 申し込み・問い合りせ

・保健課保健衛生係 Ｓ侶92111　内線141　　
～みんなで歩いて　健康づくり～



1
0月
1
1～
1
7日

秋
の
行
政
相
談
週
間

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け

行
政
に
生
か
す

『
役
所

へ
の
苦
情
や
要
望
は
、

直
接

言
い
に
く

い
』
－

こ
ん
な

思

い
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か

。
こ
う

い
う
と
き
は
、
ぜ
ひ
行

政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行

政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁
長

官
の
委
嘱

を
受
け
て
、
国
の
行
政

機

関
を

は
匕

め
、
Ｊ
Ｒ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
．

さ
ら
に
は
住
宅
都
市
整
備
公
団
や

公
庫

、
事
業
団
な
ど
特
殊
法
人
の

仕
事
に
対
す

る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
け
付
け

、
公
平
な
第
三
者
的

立
場
で
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を

し
ま
す
。

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ

を
行
政
に
生
か
す
↓

れ
か
行

政
相
談
委
員
の
仕
事
で
す
。

相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
る

総
務
庁
福
島
行
政
監
察
事
務
所

で
は
、
毎
日
相
談
に
応
じ
て

い
ま

す

が
。
次
の
日
程
に
よ
り

二

日

合
同
行
政
相
談
所
』
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
行

政
に
闃
す
る
苦
情
や

要
望
、
意
見
な
ど
お
気
軽
に
お
申

し
出
く

だ
さ

い
。
も
ち
ろ
ん
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

◇
日
　

時

1
0月
1
4日
（
水
）

午
前
1
0時
～
午
後
３
時

◇
鳩
　

所

福
島
市
霞
町
１
の
5
2

福
鳥
市
市

民
会
館

■

閊

い

合

わ
せ

福
島
行

政
監
察
事
務
所

雲
助
1
1
0
0

町
の

行
政
相
破
員
は

内

池

さ

ん

行
政
相
談
委
貝
は
、
法
律
に
基

づ
い
て
総
務
庁
畏
官
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
民
間
の
有
識
者
で
、
行
政

に
対
す

る
苦
情
や
要
望
を
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
聞

い
て
解
決
を
し
て

い
く

。
最
も
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。行

政
の
こ

と
で
分
か
ら
な
い
こ

と
や
１

つ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
。
ぜ

ひ
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

《
行
政
相
談
委
員
〉

・
内
池
　

和
子

国
見
町
大
字
山
崎
字
沢
田
1
0
1
9

雲
剪
3
3
2
0

成
分
献
血
に

2
7人
が
協
力

八
月
十
九
日
、
国
見
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
老
人
子
ど
も
室
を
会
場
と

し
た
、
成
分
献
血
（
オ
ー
プ
ン
採

血
）
を
行

い
、
2
7人
（
申
込
者

は

2
8人
）
の
方

々
か
ら
ご
協
力
を

い

た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
採

血
も
２
人
（
申
込
者
は
３
人
）
の

方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご

ざ
い
ま

し

た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〔
成

分

献

血

〕

《
一
般

協

力

〉

斎

藤

正

美

商

橘

嚊

災

阿

部

洋

一

斎

藤

蜆

雄

佐

藤

ひ
ろ
み

斎

藤

松

男

《
コ
ー
プ
マ
ー
ト
国
見
》

半

沢

ア
サ
子

本

間
　

都

〈
東

栄
電

機

》

佐

藤

幸

輔

《
国

見

町
商

工

会

》

占

田

と
き
子

《
朽

木
繊

維

》

朽

木

好

秋

《
国

見

町
役

場

》

後

藤

登
美
子

武

田
　
　

智

菅

野

信

朗

菊

地

弘

笑

松

浦

昭

一

佐

藤

克

成

松

浦

幸

雄

菅

原

文

子

八

巻

忠

義

遠

藤

喜

正

引

地

由

則

武

田

正

裕

古

田

義

勝

羽

根

洋

一

武

田

幹

夫

佐

藤

和

夫

〔
一

般

献

血

〕

・

印
の
方
は

朷
に
協
力
者
で
す
。

（

㈱
安

藤

建

般
〉

一
三

浦
　

博

伊

藤

高

行

渡
辺
君
｛
県
北
中
｝

東
北
大

会
で

見

事
４

位

県
北
中
二
年
の
渡
辺
智
徳
君
は
、

八
月
八
日
か
ら
秋
田
県
で
闘

か
れ

た
東
北
中
学
校
選
抜
体
育
大
会

陸

上
競
技
の
男
子
百
口
に
出
場
し

、

1
1秒
２
の
好
記
録
を
マ
ー
ク
。
見

事
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

八
月
十
九
日
か
ら
新
潟
県
で

行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
も
出
場
、
準
決

勝

ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
決
勝
進
出
は
な
り
ま
せ

ん

で
し

た
。

渡
辺
君
は
全
国
大
会
出

場
を

前

に
、
出
場
報
告
の
た
め
役

場
を
訪

れ
、
冨
永
町
長
か
ら

『
日
頃

の
練

習
成
果
を
十
分
に
発
揮
し

、
全
国

大
会
で
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
』

と
激
励
を
受
け
、
健
闘
を
誓

い
ま

し

た
。

Ａ賞状を披露する渡辺蒭

国
　

保

被
保
険
者
証
の

更

新

が

始

ま

り

ま

す

現
在
、
皆

さ
ん
に
交
付
し
て
い

る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
は

、
九
月
三
十
日
で

有
効
期
間

が
切

れ
、
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

更
新
の
方
法
は
、
各
地
区

担
当

の
国
保
協
力
貝
（
母
子
保
健
推
進

員
）
に
提
出
し
、
更
新
を
受
け

る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
日

程
ま
で
国
保
被
保
険
者
証
を

、
協

力
員
宅
に
届
け
る
よ
う
に
お
願

い

し
ま
す
。

小
　
坂
・
大
木
戸

石
毋
田

�
藤
　
田
・
山
　
崎

�
森
江
野
・
大

枝

�

地
　
　

区

９
月
2
5日

�
９
月
刄一
日

�
９
月
2
2日

�
提
出
期
限

な
お
、
嵒
被

保
険
者
証
、
瑤
被

保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
も
、
有
効
期
間
か
切
れ
ま
す
の

で
、
い
っ
し

ょ
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、

保
険
証
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
役

場
保
健
課
で
本
人
か
更
新
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
課
岡
保
係

雲
6
2
1
1
1
　
内
線
１
４
３
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西根寺 考

菊　池　利　雄

藤

田

の

市

街

地

の

西

部

、

旧

塚

野

口

村

境

沿

い

に

中

沢

と

称

す

る

字

地

か

あ

る

．

現

在

、

町

中

に

あ

る

浄

土

宗

の

感

動

山

大

千

寺

は

、

か

っ

て

こ

の

地

に

あ

っ

た

と

伝

え

の

あ

る

、

廃

絶

し

て

い

た

西

根

寺

を

慶

長

四

年

（

一

五

九

九

）

に

、

佃

応

無

が

中

興

し

た

寺

院

で

あ

る

．

（
『

信

達

二

郡

村

誌

．
　・

　
置
　
第
　
ご
　
区
　
円
　

』

竿
｛

｝
苙
七
六
）｛

闘
山
と
あ
る
．

現

在

、

西

根

寺

の

具

体

的

な

跡

地

は

明

ら

か

で

な

い

か

、

公

立

藤

田

総

合

病

院

の

あ

る

塚

野

目

字

下

三

本

木

の

東

側

に

北

寺

田

・

南

寺

田

が

あ

り

、

藤

田

と

の

村

境

を

流

れ

る

中

沢

川

を

挾

ん

で

、

そ

の

対

岸

の

地

か

中

沢

で

あ

る

．

宝

暦

十

一

年

こ

七

六

一

）

の

「

御

巡

見

使

案

内

控

」

や

．

天

保

期

（

一

八

三

〇

－

四

三

）

の

『

藤

田

村

絵

図

』

（
『

国

見

町

史

』

一

二

一
巻

）

に

よ

れ

ば

．

藤

田

の

町

頭

西

側

に

大

千

寺

の

末

庵

で

あ

る

「

り

ゅ

う

せ

う

庵
』
の
記
載
か

あ
り
、
絵
図
の
方

に
は
太
子
と
注
記
か

ほ
ど
こ
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

西
側
に
は

五
反
田
（
福
島
消
費
組
合
コ

ー
プ

マ
ー
ト
国
見
店
敷
地
）
を
挾
ん
で

太

子
堂
の
字
地
か
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
浄
土
信
仰
や
寺
関
連
の
地

名
か

ら
み
て
。
西
根
寺
の
跡
地
は

藤
田
市

街
地
の
南
西
、
旧
国
道
と

新
国
道

と
の
間
あ

た
り

が
推
定
地

と
み
ら

れ
、
最
近
こ
の
辺
り
で
土

木
工
事
を
行
っ
た
時
、
多
く
の
人

骨

が
出
土
し
た
と

い
わ
れ
、
墓
地

の
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
詳
し

い
今
後
の

調
査
に
期
待
し
た
い
。

西
根
寺
の
来
歴
に
つ
い
て
も
定

か
で
な

い
か
、
平
安
時
代
の
末
期

に
な
る
と
末
法
思
想

の
強
い
影
響

下
に
、
西
方
極
楽
浄
土

に
お
わ
す

阿
弥
陀
仏
に
救
い
を
求
め
て

、
ひ

た
す
ら
念
仏
を
唱

え
れ
ば
こ
の
浄

土
に
往
生
で
き
る
と
し

、
法
然
や

そ
の
弟
子
で
あ
る
親

鸞
な
ど
は
活

発
な
布
教
活
動
を
行
い
、
浄
土
宗
、

浄
土
真
宗
を
鬨
宗
す

る
。
浄
土
真

宗
で

は
、
下

野
国
高
田
の
専
修
寺

を
布
教
の
中

心
と
し

た
親
鸞
と
弟

子
潼
の
名
を

誌
し

た
『
親
臠
聖
人

門
侶
交
名
牒

』
に
よ

れ
ば
、
こ
の

地
城
は
奥
州
の
伊
達
郡

に
住

む
性

急
が
、

『
伊
達
門
徒

』
と
呼

ば
れ

る
人
々
の
布
教
に
あ

た
っ
た
と
み

ら
れ
、
西
根
寺
は
そ
の
拠
点
で
あ

っ
た
と
す
る
説
か
あ

る
。
（
『
福
鳥

県
史
」
）
親

彎
が
比
叡
山
に
あ
っ
て

仏
教
の
修
行
に

い
そ
し
ん
で

い
た

頃
、
退
廃
し

た
比
叙
山
の
教
学
に

飽
き
足
ら
ず
、
法
然
の
説
く
専
修

念
仏
の
教
え
に
心
ひ
か

れ
る
が
、

山
を
降
り
る
決
断
か
つ
か
ず
に
、

京
の
六
角
堂
救
世
観
音
に
こ
も
り

祈

り
を

込
め
る
と
、
夢
の
中
で
聖

徳
太

子
の

お
告

げ
か
あ
り
。
意
を

決
し
て

法
然
の
門
下

に
入

っ
た
と

の
伝
え
か
ら
、
浄
土
真
宗
で

は
太

子
信
仰
か
あ
っ
く
、
中
沢
の
西
根

寺
と
太
子
堂
の
関
係
も
こ

れ
ら
に

由
来
し

た
も
の
で
あ

ろ
う
。

そ
の
後
、
西
根
寺

は
衰
え

廃
絶

し
て

い
た
か

、
前
述
し

た
よ
う

に

近
世
の
初
頭

。
応
無

に
よ

っ
て
大

千
寺

と
寺

名
を
改
め
て
再
興

さ
れ
、

宗
旨

も
浄
土
真

宗
か
ら
浄
土
宗

へ

改
宗

さ
れ
た
。
現
在

は
梅
の
名
勝

と
し
て

知
ら
れ
る
い
わ
き
市
平
山

崎
の
、
浄
土
宗

名
越
流
の
古

刹
梅

福
山
専

称
寺

の
末
寺

と
な
っ
て

い

る
。名

越
流

は
法

然
の
弟

子
で
あ

る

弁
長

の
興
し

た
鎮
西
流
の

一
派
で
、

孫
弟
子
の
良
忠

か
鎌
倉
の
名
越

に

善
導
寺
を
建
て

て
、
関
東
・
東
北

布
教
の
拠

点
と
し
た
。
専
称
寺

は

そ
の
流
れ
を
く
む
良
就

に
よ
っ
て
。

応
永

二
年
（

匸
二
九
五
）

に
創
建

さ
れ
末
寺

が
百
余
に
お
よ

ん
だ
、

浄
土

宗
名
越
流

の
本
山
で
あ

る
。

ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア

町
の
特
産
品
を
紹
介

淬
内

九
十
市
町
村
の
ふ
る
さ
と

産
品
を
一
堂

に
集

め
て
展
示
、
即

売
す
る
「
洳
ふ
く
し
ま

ビ
ッ
グ
フ

ェ
ア

」
は
八
月
二
十
一
日
か
ら
二

十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、
福
島
市

桜
木
町
の
福
島
竸
馬
場
で
開
催
さ

れ
ま
し

た
。

各
市
町
村
と
も
自
慢
の
産
品
を

持
ち
寄
り
、
今
年
で
二
回
目
の
こ

の

ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
に
。
国
見
町
か

ら
は

ニ
ッ
ト
製
品
、
桃
、
桑
の
実

ジ
ャ
ム
、
ず
ん
だ
福
鯲
、
凍
み

餅

な

ど
を
出
品
、
町
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ド
や
産
品

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
配
布
し
な
が
ら
、
大
勢
の
来

場
者
に
町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

▲にぎわったふくしまピッグフＺア

参 加 者 募 集

塚野目ロードレース大会
主　 催…･塚野目スポーツ振興会

期　　日････10月25日（日） 雨天決行

午後２時30分開会式

コ ー ス････塚野目集会所スタート・ゴール

参加資格････一般アマチュアで健康な方

参 加 費-…幼児、小・中学生．高校生5fX1円

親子の郎I*OOOI円 一般男女1,11ｙi円

表　 彰 上位入賞者には賞状と記念品．完走者全員に

参 加 賞 完走記録証、参加者全貝に記念品を差し上げ

ます．

穩　 目…･親子の部 ５００ｍ

小学男子・女子の部 １㎞

一般女子の郁lk ●

一般男子の部 ３㎞

エり一卜の部 ６㎞

申し込み････参加料を添えて、10月９日まで大会事務局へ

お申し込みください

■問い合わせ

｢塚野目ロードレース大会事務局｣　

代表 菊地富男　言 3 4 0 4 2



無
料
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

十

月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

法
の
日
は
區
を
あ
げ
て
法
の
尊
重
、

基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序

の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
日
で

す
。

福
島
県
弁
護
士
会

、
法
律
扶
助

協
会
福
鳥
県
支
部
共

催
の
「
無
料

法
律
相
談
会
」
か
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
　
時

1
0月

１
β
（
木
）

午

前
1
0時
～

午
後
３
時

◇

鳩
　

所

福
島
地
方
裁
判
所
構
内
弁
護
士

控
室

■

問
い
合
わ
せ

福
鳥
嫖
弁
護
士
会

魯
邸
2
3
3
4

違
反
建
築
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
／

1
0月
1
1日
か
ら
1
7日
ま
で
の
一

週
間
、
建
般
省
、
福
島
県
で
は
町

や
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、『
違

反

建
築
防
止
週
間
』
を
実
施
い
た

し
ま
す

。

こ
の
週
間
の
目
的
は
、
良
好
な

市
街
地
の
環
境
か
形
成
さ
れ
る
よ

う
、
ま

た
、
個
々
の
建
築
物
の
安

全
性
か
確
保
さ
れ
る
よ
う
理
解
を

深

め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

ま
た
。
こ
の
期
間
中
。
建
築
活

動
の
盛

ん
な
地
区
を
重
点
に
、
一

斉
公

開
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す

。
み
ん

な
で
注
意
し
て
。
違
反
建

築

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

作
品
募

集

う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。

「
ふ

れ
あ

い
祭
9
2
」

障
害
者
の
創
作
し

た
桧
画
、
書
、

写
真
及
び
工
芸
品
等
を

一
堂
に
展

示

し
、
障
害
者
の
文
化
活
動
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

『
ふ
れ

あ
い
祭
9
2』
か
開
催

さ
れ
る
に
あ

た
り
。
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集

し
ま
す

。

◇
展
示
期
間

平
成
４
年
1
2月
４
日
、
５
日

◇
展
示
会
場

福
畠
県
文
化
セ

ン
タ
ー

（
福
島
市
春
日
町
5
1
5
4
）

◇
応
募
作
品

・

日
本
画
の
部
：
‘水
墨
画
を
含
む

・

洋
画
の
部
…
油
絵
、
水
彩
、
版

画
．

パ
ス
テ

ル
な

ど

写
真
の
部
：
‘カ
ラ

ー
、
モ
ノ
ク

ロ
を
問
わ
な

い

書
の
郎
・：
漢
字
、
か
な
、
現
代

書
、
前
衛
を
問
わ
な

い

工
芸
の
部
：
‐
彫
刻

、
彫

塑
、
手

工
芸
品
、
そ
の
他
工
芸

品

◇
表
　

彰

各
部
門
ご
と
に
。
優

れ
た
作
品

に
対
し

優
秀
賞

を
噌
呈

。

◇
出
品
者
資
格

県
内

に
住
所
を
有
す
る
1
5歳
以

上
の
障
害
者
で
、
身
体
障
害
者

手
恨
、
療
育
手
帳
所
持
者
と
し
、

ア

マ
チ

ュ
ア
で
あ

る
こ
と
。

◇
出
品
手
続
き

出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９

月
3
0日
ま
で

『
ふ
れ
あ
い
祭
9
2

実
行
委
員
会
事
務
局
』
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ

い
・

■

問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
祭
9
2実
行
委
員
会
事

務
局
（
福
鳥
県
障
害
福
祉
課
内
）

雲
卸
7
1
7
1

住
民
福
祉
課
福
祉
係

雲
6
2
1
1
1
　

内
線

１
３
４

高
年
齢
者
等
の

求
人
企
業
合
同
選
考
会

1
0月
は
「
高
年
齡
者
雇
用
促
進

月
間
」
で

す
。

福
島
公
共
職
業
安
定
所

及
び
福

島
商
工
会

議
所

主
催
の
「
高
年
齡

者
等
の
求
人
企
業
合
同
選
考
会
」

か
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す

。

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
や
職
業

の
こ
と
で
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ

い
。

◇
日
　

時

1
0月
2
0日
（
火
）

午
後
１
時
3
0分
？

４
時
3
0分

◇
場
　
所

福
島
市
太
田
町
1
3
1
1
5

福
島
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス

◇
携

行

品

自
筆
履
歴
書

■

問
い
合
わ
せ

福
島
公
共
職
業
安
定
所

Ｓ
Ｓ
4
1
2
1

募
　

集

自
衛
官
（
女
子
）

自
衛
隊
で
は
、
平
成
四
年
度
第

二
次
自
衛
官
（
２
等
陸
・
海
・
空

士
）
採
用
試
験
（
女
子
）
を
次
の

と
お

り
実
施
し
ま
す
。

◇
募

集
期
限

平
成
４
年
９
月
3
0日
ま
で

◇
試

験
期
日

平
成
４
年
1
0月
７
日
（
水
）

◇
賦
験
会
場

郡
山
市
大
槻
町
長
右
工
門
林

睦
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

◇
試

験
祖
目

筆
記
試
験
・
口
述
試
験
・
身

体

検
査

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
島
市
須
川
町
５
の
５

自

衛
隊
福
島
募
集
案
内

所

雲
剛
5
5
2
9

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

請
求
は
お
済
み
で
す
か

戦
後
。
旧
ソ
適
邦
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地
域
に
強
制
抑
留

さ
れ

た
方
。
ま
た
は
そ
の
ご
遺
族

に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
慰
労
品
（
書

状
・
銀
杯
）
を
贈
呈
し
て

お
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
年
金
恩
給

や
公

務
員
の
共
済
年
金
な
ど
を
受

給
さ

れ
て

い
な
い
方
に
は
、
併
せ
て
慰

労
金
十
万
円
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
が
平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
迫
っ
て

い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
請
求
く

だ
さ

い
。

な
お
、
請
求
書
類

は
役
場
住
民

福
祉
課
福
祉
係
に
も
置

い
て
あ

り

ま
す
。

－

請
求
・
問
い
合
わ
せ

尋
Ⅲ
東

京
都
文
京
区
大
塚
５
－

３
－
1
3

平
和
祈
念
事
楽
特
別
基
金
業
務

第
２
課

雷
０
３
・
３
９
４
５
・
4
7

０
3

９

月

今
月

の
納
税

（
納

期

限
・
：
９

月
3
0
日

）

●
固
定
資
産
税
（
第
三
期
）

お

し

ら

せ



福

鳥

大

学
／

学

生

募
集

社
会
人
特
別
選
抜
学
生

平
成
五
年
度
福
鳥
大

学
行
政
社

会

学
部
及
び
経
済

学
部
の

『
夜
間

主
コ

ー
ス
』
社
会
人
特
別

選
抜
学

生

を
、
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

◇

募
集
学
科
・
人
員

①
行

政
社
会

学
部
夜
間
主
コ

ー
ス

・
行

政
学
科
・
：
2
0人
以
内

・
応
用
社
会

学
科
．：
1
0人
以
内

②
経
済
学
部
夜
間
主
コ

ー
ス

・
経
済
学
科

・
経
営
学
科

3
0人
以
内

◇
出
願
資
格

次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
合

格
し
た
場
合
、
入
学
す
る
こ
と

を
確
約
で
き
る
者
。

1
1

1

一
大
学
入
学
資
格
を
有
し

、
平
成

５
年
３
月
3
1日
現
在
、
年
齢
満
2
3

歳
に
達
し
、
５
年

以
上

の
社

会
人
と
し
て
の
経
験

を
有

す
る

者

ｊク

″

１

・
前
記
Ⅲ
以
外
の
者
で
、
現
に
就

業
し
．
入
学
後
も
就
業
を
続
け

る
意
志
を
も
ち
、
次
の
い
ず

れ

か
に
該
当
す
る
者

平
成
４
年
３
月
以
前
に
高
節
学

校
を
卒
業
し
た
者

、
ま
た
は
通

常
の
課
程
に
よ

る
１９
一
年

の
学
校

教
育
を
修
了
し

た
者

平
成
５
年
３
月

に
高
等
学
校
の

定
時
制
ま
た
は
通
信
制
課
程
を

卒
業

見
込
み

の
者

大

学
入

学
資
格
検
定
の
合
格
者

◇
出

願
期
間

９
月
3
0日
～
1
0月
６
日

◇
賦

験
科
目

小
論
文
及
び
面
接

◇
賦

験

日

行
政
社
会
学
部
・：
1
1月
４
日

経

済

学

部
…
1
0月
2
1卩

◇
賦
験
場
所

福
鳥
大
学

■
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ

価

蜘
‐
1
2
福
鳥
市
松
川
町
浅
川

字
直
道
２

福
島
大
学

学
生
部
入
学
主
幹
付

入

学
試
験
係

酋
鵑
5
1
5
1

内
線
2
2
6
6

学

生

募

集

県
建
設
技
術
学
院

福
島
県
建
設
技
術
学
院
で

は
。

中
堅
建
般
技

術
者
の
養
成
を

め
ぎ

し
、
次
の
要
領
で
平

成
五
年
度
の

学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間

平

成
４
年
９
月
１

日
～
平
成
５

年
３
月
1
0
日

ぐ

応

男

資

格

原
則

と
し
て
1
8
歳
以
上
2
5歳
ま

で

の
男
子

商
等
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者

（
平

成
４
年
度
卒
業

見
込
み
の

者
を
含
む
）

◇
賦
　

験

入
学
試
験
は
、
指
定
日
に
当

学

院
で
行

い
ま
す

◇
経
　

費

・
入
学
金
…
７
万
円

・

教
育
費
…
2
0万
円
（
制
服
・
教

材
・
諸
経
費
）

授
業
料
は

、
（
財
）
福
島
県
建
設

産
業
振
興
事
案
団
が
負
担
し
ま

す
。

◇
教
育
期
間

・
第
１
部
・
：
１
年
間

・
第
２
部
…
２
年
間

◇
教
育
科
目

○
測
昏一
工
学
　

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
エ
学
　

○
土
質
工
学
　

○
工
事

管
理

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

尋
9
6
4
二
本
松
市
安
達
ヶ
原
一
丁

目
5
5の
１

福
島
県
建
設
技

術
学
院

雲
0
2
4
3

ｎ
0
5
3
0

戸籍の窓口
(８月 受付 分〉

出生おめでとうございます

子 の 名　 保綬者　　町内会

竜( り ゅ う)田鳥 敬治 宮　 東

翔( し ょ う)渡辺 輝泰 錨　 町

大 輔(だいすけ)佐藤 弘明 第　 四

真 澄(ま す み)佐藤　 孝 町　 東

智 一(ともかず)阿部 松次 貝　 田

綾( あ　 や)村上喜久夫 山崎沢田

おくやみ申しあげ ます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

高 柵 勝 英　　49　　 小　 坡

澁 谷　ヨシノ　　84　　 光 明 寺

熊 田　タカイ　　 柘　　 大 町 北

阿 部 ク ラ　　94　　 大 木 戸

渡 邉 勝 夫　　68　　 山崎宮舘

高 橋 フ　ク　　 即　　 山 崎 北

人 口 と 世 帯

９月１日現在(前月比)８月中のうごき

人
　
　

口

･男5  , 771 人‘(  十 14 )

･女6.1 人(  十 7 )

一計11,967 人(  十 21)

世帯数3  , 010戸 （士 Ｏ）

伝 入38 λ

転 出　17Å

出 生　６Å

死 亡　６Å

９月 畳月（ながつき）

l ）l（日）動物愛躪●間

21n 卜（月）秋の全国交通安全週岡

23日（水）秋分のI

日 休 ) 輪技予防週闌

輿梳衛生ｌ 間

10月 神釐月（かんなづき）

１日.（木）共同募金運動

体力っくり強訓月間

３β（土）国原脇力週間

10日（土）体育の日

日 (木）新聞遍閃

心配ごと相談日
場所：役場 二庸 柤談亶 揀●Ｘ口から●人町７さい)

時間：９時～】2畤

こ まったことや。 相談ごとがありましたら。

お気軽にご相談下さい。 秘密は絶対に守り ます。

【相 破 員】

９月25 日 (金）吉田　三夫・山内 聰子

10月５日（月）阿部 俊恒・高野 時子

10月15日（木）後藤　 －・簗瀬 貞子

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

魯8  5 ｰ 2 6 7 6

（有〉４156

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
活
動

少
年
仲
間
づ
く

り
教
室
の

キ
ャ

ン
プ
活

動
を
八
月
三

日
よ

り
五
日

ま
で

大
玉

村
の
県
民
の
森
で

行
い

ま
し

た
。

今
年
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
ｆ

ど

も
五
十
九
名
、
阿
津
賀
志

学
級
生

三

名
、
引
率

者
九
名

、
計

七
十
一

名
と
か
っ
て

な
い
多
く
の
参
・
加

が

あ
り
、
キ

ャ
ン
プ
場
ま
で
の
交
通
、

テ

ン
ト

設
鴬

や
撤
収
、
炊
事
な
ど

ど
れ
を
と

っ
て
も
気
苦
労
の
多

い

も
の
で
し

た
。

し
か
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
県
民

の
森
は
、
広
大

な
緑
の
中
に
施
般

も
整
備
さ
れ
、
な
に
よ

り
な
こ

と

は
、
（

イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
な

ど
か

あ
っ
て
変
化
に
富
ん
で

お
り
、
よ

い
キ

ャ
ン
プ
活
助

か
で

き
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
今
川
は
阿
津
賀
志

学
級

生

の
方

に
参
加
し
て

い
た
だ
き

、
キ

ャ
ン
プ
生
活
を
通
し
て
子
ど
も
と

高

齢
者

が
心
の
ふ
れ
あ
い
を
図

る

こ

と
か
で
き
た
こ
と
は
、
最
人

の

収
穫
で
し
た
。

▲雨の中を元気にハイキング（遠藤ケ滝）

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

阿
津
賀
志
学
級
　

角
田
　
寛

去
る
八
月
。二
日
か
ら

ご
泥

ヅ
日

で
行
わ
れ

た
少
年
仲
川
づ
く

り
教

室
の
キ

ャ
ン
プ
に
、
世
代

交
流
を

兼

ね
阿
津
賀
志
学
級
生
に
呼

ぴ
か

け

が
あ
り
、
参
加
す
る
機
会

を
糾

勺
安
達
郡
大
玉
村
の
県
民
の
森
は

以
前
通
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
か
、

中
に
入
る
の
は
初

め
て
だ
・

た
。

森
が
深
く
、
朝
か

ら
の
小
雨
で
う

す
寒
い
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

ギ
ャ
ン

プ
場
は
相
撲
の
土
依
の
よ
う
に
高

く
上
が
盛
ら
れ
、
砂
が
一
杯
倣
い

て
あ
り
良
く
整
備
さ
れ
た
所
だ
っ

た
。あ

ら
か
じ
め
九
つ
の
班
に
分
か

れ
て
い
た
小
学
生
は
じ
め
、
全
貝

元
気
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
早
や

馳
け
回
る
子
供
た
ち
、
テ
ン
ト
を

張
る
準
備
と
大
わ
ら
わ
。
や
が
て

夕
食
の
準
備
、
今
夜
の
メ
ニ
ュ
ー

は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
初
め
て
飯
ご

う
で
ご
飯
を
炊
く
係
、
野
菜
の
係

は
少
し
商
日
の
流
し
台
に
晴
一
ば

い
干
を
延
ば
し
て
水
道
の
蛇
口
で

野
菜
を
洗
う
な
ど
を
行
う
。‘

各
自
鮒
闘
の
甲
斐
が
あ
り
お
い

し
い
カ
レ
ー
が
川
粢
上
が
り
、
自

然
の
中
で
杵
で
食
事
を
す
る
楽
し

さ
を
満
喫
し
た
。
夜
は
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
子
供
た
ち
と
童
心

に
か
え
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し

た
。

翌
朝
、
夜
の
疲
れ
で
ぐ
・
す

り

寝
て
い
る
と
思
・

た
ら
、
子
供

た

ち
は
と
う
に
起
き
て
大
自
然
の
中

で
伸
び
伸
び
と
走
り
回
り
始

め
て

い
た
。

阿
津
賀
志

学
級

生
は

］
泊
二
日

の
日
陞
だ
っ
た
か
、
参
加
し
て
み

て
、
7‐
供
た
ち
と
の
ふ
れ
合

い
は

。

改
ま
っ
た
言
葉

よ
り
、
何
か
一

つ

の
体
験
や
行
事

を
通
し
て
、
世
代

間
の
交
流

の
場
を
つ
く
る
の
か
一

番
幼
果
か

あ
る
の
で
は
な

い
か
と

感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
機
会
か

あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

参
加
し

た
い
と
思
う
。

４今夜のメニューはカレーライス

ア
サ
ガ
オ
の
花

観
　
賞
　
会

阿
津
賀
志
学
級
か
高
齢
者

の
生

き
か

い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
粢

だ

ア
サ
ガ
オ
一
人
一
鉢
連
動

の
成
果

を
披
露

し
合

う
観
賞
会

が
、
去

る

八
月
十
九
日

、
町

民
体
育
館

で
開

か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
園
芸
愛
好
会

災
、

秦
二
郎
ほ
の
再

。一
。の
ご
指
導

を
受

け
な
か
ら
、
学
級
生
か
丹
精

込
め

て
育
て
上
げ
た
約
百
鉢
か
展
示

さ

れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
自
、
紅

、
紫

、

青
な
ど
色
鮮
か
な
ア
サ
ガ
オ
か
並

び
、
数
多
く
の
学
級
生
や
地
区

民

の
方
々
か
訪
れ
、
お
互
い
の
作
品

を
熱
心
に
見
比
べ
な
が
ら
、
感

心

し
た
り
、
批

評
し

合
っ
た
り
し
て

、

楽
し
い
有
意

義
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し

た
。

な
お
、
秀
作
、
佳
作
そ
れ

ぞ
れ

十
点
ず

つ
選
び
、
記
念
品

が
贈
ら

れ
ま
し

た
。

あ見事な出来栄えに見入る来場●

寄
　
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
雑
巾
　
　
　
　
　
　

五
十
枚

老
人
ク
ラ

ブ
連
（
日
会
婦
人
部
隊

○
雑
巾
　
　
　
　
　
　
　

多
数

徳
江
字
舘
ケ
崎
　

斎
藤
ミ
ツ
様

○
石
け
ん
、
食
器
　
　
　

多
数

森
山
宇
中
上
野
　

三
の
帖
フ
ョ
様

《
図

古
》

○
信
夫
山

め
ぐ

り
　
　
　
　

一
冊

森
山
字
中
上

野
　

三
の
帖
フ
ョ
様



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

基

礎

講

座

第
二
回
の
研
修
は
。
救
急

応
忽

手
当
に
つ
い
て
伊

達
地
方
消

防
組

合
中
央
消
防
署
酉
分
署
か
ら
講
師

を
招
き
学
習
し

ま
し

た

出
席
者

十
八
名
は
映
画

や
署
員

の
人
形

を
使
っ
た
応
急
手
当
の

い

ろ
い
ろ
を
見
な
が
ら

、
熱

心
に
そ

の
説
明
を
き
い
て
勉

強
し
ま
し

た
。

人
形

に
よ

る
人
工
呼
吸
法
に
し
て

も
、
い
ざ
や
っ
て
み

る
と
な
か
な

か
息

が
入

り
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
生

身
の
人
間

だ
と
、
な
お
入
り
に
く

い
と
の
こ

と
で
し

た
。
た
だ
健

康

な
人
を

相
手
に
人
工
呼
吸
は
危
険

で
す

の
で

。
人
形
で
練
習
す

る
ほ

か
あ
り
ま
せ

ん
し

、
西
分
署
に
は

二
体
し
か
な

い
そ
う
で
す
の
で
練

習

の
機
会

は
少
い
の
で
す
か
、
こ

れ
に
慣

れ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す

。
明
鬯

刄

祠

叫
明

髫

μ

Ｍ
刪

詞
朗
然

谿

判
部
同
球
、３
恟

鴆
匈
明
月
糾
厠

躬
剖
そ
う
で
す
。

心
膿

マ
ッ
サ

ー
ジ
も
呼
気
吹
込

み
呼
吸
法

と
併
用
し
な
け

れ
ば
な

り
ま
せ
ん

。

救

急
車

に
よ

り
病
院

に
運
ば
れ

る
人
の
6
0％

は
急
病
人
で
す
。
身

近
か
な
人
、
愛
す
る
家
族
の
人

が

急
病
や
ケ
ガ
で

倒
れ
た
場
合

、
生

死
を
わ
け

る
わ
ず
か
の
時
間
か

、

き
め
手
に
な
り
ま
す

。
さ
あ

。
あ

な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か

。
救
急

車
か
来
る
前
に
や
る
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

冷
静
に
観
察
し
、
意

徽
か
あ
る
か

。

呼
吸
か
あ
る
か
、
心
臓
か
勤
い
て

い
る
か
を
確
か
め
る
。
そ
し
て
そ

れ
に
対
応
し
た
適
切
な
処
置

を
迅

速
に
勇
気
を
も
っ
て
実
行
す
る
こ

と
で
す
。
真
剣
に
や
れ
ば
。
気
お

の
ず
か
ら
通
ず
。
わ
ず
か
な
知
識

や
記
憶
を
頼
り
に
実
行
し
て
、
命

か
助
か

っ
た
例
は
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
確
実
な
応
急
法
を
身
に
っ
け

て

い
れ
ば
多
く
の
人
の
命
を
救
う

こ

と
が
で

き
る
の
で
す
。
九
月
九

日
は
『
救
急
の
日
』
、
そ

れ
を
機

会

に
講
習

を
受
け
ま
し

ょ
う
。
西

分
署
（
桑
折
町
上
郡

―
電

話
八
二

―
三

一
九
〇
）

に
申

込
め
ば
何
時

で

も
や
っ
て
く

れ
ま
す
。

優
　
勝藤

田
ス
ポ
少
Ａ

町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ポ

ー
ル
大
会
か
、
八
月
二
十
三
日
、

町
民
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
六
チ

ー
ム
か
参
加

し
、
実
力
伯
仲
の
熱
戦
が
健
開
さ

れ
ま
し

た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

藤
田
Ａ

準
優
勝

藤
田
Ｂ

第
三
位
　

大
木
戸
Ａ
、
森
江
野
Ｂ

な
お
。
優
勝
チ
ー
ム
は
、
九
月

六
日
に
行
わ

れ
た
伊
達
地
方
少
午

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
町
代
表
と

し
て
出
場
し

、
準
優
勝
し
ま
し
た
。

バウンドテニス教童

バウンドテニスは、老若男女だれでも気軽に豪し
める輊スポーツです。一轢にいい汗流しましょう。
・主 僻　国見町パウンドテニスクラブ
一日　畤　昼間コース　10月2. ･ ﾕ 6. 日（舍）

儿j19 :30～12:00
夜間コース　10月4.  8.25  ( 日 )

F51 7 : ３０～９: ００
・ところ　町民体育館
・内　容　初歩的な実技指廊
・指導者　町パウンドテニスクラブｎ（公認指廊員）
・対象書　一般成人および在勤者
・受講料 無　料
・申込先 鋒＊ 孝雄まで ｓ ８ｓ－2393

高齢者・婦人運助会
I’元 気 は つ ら つ　 今 日 も 傘 せ ●●

高齢者と婦人の皆さんの健摩づくりのため、
次のとおり運動会を闕きますので、誘い合って

多数参加されますようお持ちしております。
記

○と　　き　10月10日（体育の日） ９時聞会
○と こ’ろ　蔕田小校庭（閇天のときは．町民

体育館）
○参加資格　・60蔵以上の方と婦人

・１人でも自由に参加できます
○柵　 目　楽しく、新しい観目を準備してお

ります

行　事　の　お　知　ら　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事 �月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事

９ �16�

水 �・くにみ女性教室移動学習（料理実習と見学） �
９ �30 �水 �

・くにみ女性教室．成人学級（七宝焼）

�17�木 �・子ども移助図書館（藤田小１年） ����・子ども移動図 書館（藤田小３年）

�21�月 �・子育て教室、野外活助（半田沼） �10�ｌ �木 �・子ども移動図 書館（藤田小２年）

�22�火 �
・高齢者・婦人運動会打ち合わせ �

�６�火 �
・阿津賀志学級グループ学習（ 書道）

���・阿津賀志学級グループ学習（富道） ����・子ども移動図さ館（森江野小）

�24�木 �
・子ども移動図書館（藤田小２年） ��７�水 �・くにみ女性教室．成人学級（七宝焼）

���・阿浄賀志学級グループ学習（七宝焼） ��８�木 �・子ども移動図 書館（ 大枝小）

�25�金 �・町長杯ゲートボール大会（森山コート） ��10�土 �・高飴者．婦人運動会

�28�月 �
・阿津賀志学級 グループ学習（はり桧） ��11�日 �・少年仲問づくり教室

���・子ども移助図書館（小坂小） ��13�日 �・阿津賀志学級 グループ学習（はり絵）

�Z9�火 �・阿津賀志学級(奉仕作業.交通安全.草花の冑て方)

備　　 考 ���・子ども移動図書館の創作活動は、おりぞめ



歩

道

に

花
　
を
　
植
　
栽

毎
年
八
月

は
『
道
路
を
ま
も
る

月
間

』
。

建
設
省
福
島
工
事
事
務
所
国
道

維

持
出
張
所
で

は
八
月
二
十
八
日
。

県
北
中
学
校
の
科
学
技
術

ク
ラ

ブ

（
五
十
嵐
和
彦
部
長
）
の
生

徒
の

皆
さ
ん
や
。
上
野
町
内
会

の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て

、
石
母
田

字
上

野
地
区
の
国
道
沿
い
の
花
壇
に
花

を
植
え
ま
し
た
。

花
か
植
え
ら
れ
た
の
は
、
道
路

の
変
化
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ

た
国
道
四
号
沿

い
に
面
す
る
九
か

所

の
花

壇
。
植
え
ら
れ

た
花
は
、

サ
ル
ビ
ア

と
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
、

合

わ
せ
て
約
八
百
本
。

植
栽
に

は
、
大
和
恒
哉
国
道
維

持
出
張
所
長
。
冨
永
町
長
、
渋
谷

上
野
町
内
会
長
、
斎
藤
県
北

中
校

長
を
は
じ

め
約
三
十
人
が
参
加
し

一
本
一
本
て

い
ね

い
に
花
を
植
え

付
け
ま
し
た
。

貝
田
駅
を

き
　
れ
　
い
　
に

貝

田
老

人
グ
ラ
フ
（
佐
藤
市
太

郎
会
長
）

の
皆
さ
ん
は
八
月
三
十

一
日
か
ら

九
月
二
日
ま
で
の
三
日

間

に
わ

た
り
、
Ｊ
Ｒ

貝
田
駅
構
内

の
雑
木
雑
草
の
刈
り
払

い
を
行
い

ま
し

た
。

強

い
口
差
し
の
ド
。
奉
仕
作
業

に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
「
貝

田
駅

を
き

れ
い
に
し
て

。
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
使

っ
て
欲
し

い
」
と

語
っ
て

お
り

、
栂
内
は
見

違
え
る
ほ

ど
き

れ
い
に

な
り
ま
し

た
。大

に
ぎ
わ
い

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

町
商
工
会

奔
年
部
（
徳
苅
榮

治

部
長
）
主
催
の
「
第
五
回
サ

マ
ー

フ
ェ
ス
テ

ィ

バ
ル
」
は
八
月

八
日
。

町
中
心
部
の
商

店
街
を
歩
行
者
天

国
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

商
店
街
と
町
の
活

性
化
を
図

ろ

う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、

乗
馬
や
も
ち

っ
き
大
会

、
輪
投

げ
、

射
的
、
宝
く

じ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
趣

向
を
凝
ら
し

た
イ
ベ
ン
ト
か
繰
り

広
げ
ら
れ
、

多
く

の
チ

ビ
つ
子

た

ち
で

に
ぎ
わ

い
ま
し

た
。

夕
方
か
ら
は
、
会
場
中
央
に
設

け
ら
れ
た
特

設
や
ぐ

ら
を
囲
み
、

子
ど
も
と
大

人
の
部
に
分
け
た
盆

踊
り
か
ス
タ
ー
ト

。
浴
衣
姿
や
仮

装
に
身

を
包

ん
だ
大
勢
の
人
た
ち

か
、
祭
り
を
盛

り
上

げ
ま
し
た
・

人
形
劇
で

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

国
見
町
交
通
安
全
母
の
会
（
安

田
節

子
会
長
）
の
交
通
安
全
教
室

は
九
月
一
日
、
三
日
の
二
日
間
に

わ

た
り
町
内
五
か
所
の
保
育
所
で

行

わ
れ
。
人
形
劇
や
腹
話
術
を
楽

し
み

な
が
ら
、
交
通
安
全
の
知
識

に
つ
い
て
学

び
ま
し

た
。

今
年
は
、
福
島
市
の
飯
坂
町
交

通
安
全
母
の
会
（
佐
藤
和
子
会
長
）

の
協
力
を

い
た
だ
き
、
佐
藤
会
長

が
腹

話
術
人
形

『
平
和
太
郎
』
を

使

っ
て
、
語
り
か
け
と
手
品
で
交

通
ル
ー
ル
を
説
明
。
ま
た
、
魔
法

使

い
か

登
場
す
る

「
ポ
ン

ペ
リ

ボ

ッ
サ

」
や

。
子

ど
も

た
ち
に
お
な

じ
み
の

『
三
ぴ
き
の
こ

ぷ
た
』
も

上
演
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

く
交
通

ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

一
ふ

く

し

ま

駅

伝

上

位

入

貫

を

日

指

し

第

一

次

合

狢

『
町
駅
伝
競
走
部
』
（
神
津
武

志
部
長
・
部
員
3
6名
）
の
皆
さ
ん

は
、
十
一
月
二
十
二
日
に
開
催
さ

れ
る
第
四
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
（
略
称
・
ふ
く
し

ま
駅
伝
）
で
の
上
位
入
賞
を
目
指

し
、
八
月
八
日
、
九
日
の
二
日
間
、

山
形
県
月
山
で
第
一
次
合
宿
を
行

い
ま
し
た
。

合
宿
に
は
卜
六
名
か
参
加
し
、

あ

い
に
く
の
悪
天
候
の
中
、
月
山

で
の

高
地
ト

レ
ー
ニ

ン
グ
を
は
じ

め
、
起
伏

ロ
ー
ド
な

ど
に
汗
を
流

し
ま
し

た
。

今
後
は
福
島
市
商
湯
。
相
馬
市

で
行
う
二
回
の
合
宿
を
は
じ
め
、

合
同
練
習
を
積
み
重
ね
走
力
、
持

久
力
の
ア

ッ
プ
を
は
か
り
、
本
番

で
の
上
位
人
賞
を
目
指
し
ま
す
。

編
集
日
記

○
予
防
に
勝
る
治
縦
な
し
。
健
康

の
あ
り
が
た

さ
、
そ
れ
を
知
っ
て

い
る
の
は
病
人
だ
け
Ｉ

ヶ
Ｉ
シ

ー
高
峰
光
生
の
健
康
づ
く
り
公

演

会

で
の
結
び
の
こ
と
ぱ
Ｉ

発

・

　
報
　
ま
町
総
務
課

福
鳥
県
伊
達
郡
Ⅲ
兒
町
大
字
蒔
田
事
一
丁
田
二
２
の
１

一

九
六
九
１

．
七
　

酋
一
〇
二
円
五
一
八
五
１
二

．
．
．
（
代
表
ｙ

▲花を植える県北中生の皆さん

Ａ霖草の刈り払いをする貝田老人クラブの曾さん

▲にぎやかに開かれたサマーフェスティバル

▲交通安全を呼び柵ける平和太郎君

わ
だ
い
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